
小平市　教育委員会だより　　４平成26年（2014年）12月15日

おうちの方へ
小学校３年生が読めるようにふりがなをふってい
ますが、大人にも読んでいただけるコーナーです
ので、ぜひお子さんと一緒に読んでください。

教育委員会の行事 ※主なものを掲載しています。また、開催日
等は変更になる場合があります。

行　事月　日
公民館運営審議会　／中央公民館　会議室!１６日（火）１２月
教育委員会定例会　／市役所　５０５会議室!１８日（木）
小・中学校終業式２５日（木）
第３５回新春歩け歩けのつどい　／市内東コース！４日（日）１月
小・中学校始業式８日（木）
中学校生徒意見発表会　／ルネこだいら　大ホール！
青少年委員会　／市役所　５０４会議室!９日（金）
成人式　／ルネこだいら　大ホール！１２日（月）
図書館協議会　／中央図書館!１５日（木）
大沼公民館まつり（〜１８日）！１７日（土）
第２７回多摩郷土誌フェア（〜１８日）　／立川市女性総合センターアイム！
教育委員学校訪問　／四中、八小、九小、なかまちテラス１９日（月）
公民館運営審議会　／中央公民館　会議室!２０日（火）
教育委員会定例会　／市役所　５０５会議室!２２日（木）
小平第十三小学校研究発表会　／小平第十三小学校２３日（金）
第８回多摩六都ヤング・ダンスフェスティバル　／ルネこだいら大ホール！２５日（日）
小学校児童作品展（〜２月１日）　／中央公民館ふれあいギャラリー！２８日（水）
花小金井小学校研究発表会　／花小金井小学校３０日（金）
第３５回こだいら市民駅伝大会！１日（日）２月
特別支援学級合同作品展中学校の部（〜８日）　／ルネこだいら展示室！４日（水）
小平市教育研究発表会　／ルネこだいら　大ホール
青少年委員会　／市役所　５０４会議室!６日（金）
第６回中学生「東京駅伝」　 ／味の素スタジアム！８日（日）
教育委員学校訪問　／二中、六小、十二小、小平・村山・大和衛
生組合

９日（月）

コミュニティ・スクール研究発表会　／ルネこだいら１０日（火）
教育委員会定例会　／市役所　５０５会議室!１３日（金）
親子でヨーイドン　／市民総合体育館　第３体育室！１４日（土）
東京都遺跡調査・研究発表会　／ルネこだいら　中ホール・展示室１５日（日）
特別支援学級合同作品展小学校の部（〜２２日）　／ルネこだいら展示室！１８日（水）
社会教育委員の会議　／市役所　５０４会議室!１９日（木）
文化財保護審議会　／市役所　大会議室!２０日（金）
第１１回小平よさこいスクールダンスフェスティバル　／ルネこ
だいら　大ホール

！２１日（土）

青少年委員会　／市役所　５０４会議室!６日（金）３月
公民館まつり（〜８日）　 ／中央公民館！７日（土）
日本考古学協会公開講座　／ルネこだいら　中ホール！
ニュースポーツデー　／市民総合体育館　第１体育室！８日（日）
図書館協議会　／中央図書館!１２日（木）
教育委員会表彰式　／市役所　大会議室
妹島和世氏開館記念講演会　／ルネこだいら　中ホール！１３日（金）
なかまちテラス利用開始　／なかまちテラス１４日（土）

　!＝会議等　　！！＝イベント等

小学生、中学生に読んでもらいたい記事をのせています。
小さい子は、読めない字があったら、おうちの人に教え
てもらってね。

～ 鈴  木  遺  跡 で見つかった
すず き い せき

　水車のあと～

 私 たちの 身  近 な 文  化  財 
わたし み ぢか ぶん か ざい

　教育委員会が平成25年度に実施した49事業に
ついて点検・評価を行いました。
　報告書は、市政資料コーナー（市役所1階）、小
平市ホームページでご覧いただけます。
問合せ　教育庶務課☎042（346）9568

教育委員会事務の
点検・評価を実施

費　用　無料
申込み　当日、会場へ
内　容　式典…午前9時30分開始
　　　　歩け歩け…式典終了後、東コ

ース（約8km）を歩きます。
　　　　※詳細は市報12月20日号に

掲載します。
問合せ　一般社団法人小平市体育協会

（市民総合体育館内）
　　　　緯042（349）1350

　新年の幕開けを家族や友達と祝いな
がら、希望と健康にあふれた年に向け
て歩みをすすめましょう。
　参加者には、干支のピンバッジを差
し上げます。
と　き　平成27年1月4日（日）
受　付　午前9時～9時30分
　　　　市役所正面玄関前

第35回
新春歩け歩けのつどい
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ダンスイベントのお知らせ
第11回　小平よさこいスクール
ダンスフェスティバル in 2015
　地域の幼児から高齢者まで幅広い年齢
層で活動している「よさこい」やダンス
の発表会です。ぜひ、ご来場ください。

と　き　平成27年2月21日（土）
　　　　午後1時30分～4時30分（予定）、
　　　　開場午後1時

第8回　多摩六都
ヤング・ダンスフェスティバル
　高校生によるダンスフェスティバル
です。圏域の高校15校32チームが日
頃の練習の成果を披露します。ぜひご
来場ください。
と　き　平成27年1月25日（日）
　　　　午後1時30分～5時15分（予定）、
　　　　開場午後1時

内　容題　名
小平の開拓の様子や小平に残る
昔のくらし

武蔵野の原像　小平ふるさと村
郷土にのこる昔のくらし

麦まき、麦踏、棒打ちなどの農
作業の様子麦
戸隠講などの代参講、お日待ち
などの民俗行事代参
大般若会、お盆の迎え火、施餓
鬼などの寺行事小川寺

東京都指定文化財である鈴木遺
跡の紹介や旧石器時代の説明

旧石器時代の狩人たち
鈴木遺跡（ほりだされた洪積世の小平）

小平ふるさと村にある小平市指
定文化財である建物の復元の様
子

小平ふるさと村ビデオ文庫シリーズ
　①旧神山家主屋
　②旧鈴木家住宅穀櫃
　③旧小平小川郵便局
　④旧小川家玄関棟
　⑤開拓当初の復元住居

小平市無形民俗文化財である鈴
木ばやしの全曲鈴木ばやし

　 鈴  木  遺  跡 の 発  掘  調  査 は、今から40年
すず き い せき はっ くつ ちょう さ

前の昭和49年（1974年）に、 鈴  木 小学
すず き

校を 建 てる工事の時に 本  格  的 に始められ
た ほん かく てき

ました。そのきっかけとなったのは、 江  戸 
え ど

時代から 明  治 時代に、玉川上水から引いた水で動
めい じ

いていた水車のあとでした。
　 旧  石  器  時  代 の 発  掘  調  査 にかかる前に、この水車のあとも 調  査 され、水路

きゅう せっ き じ だい はっ くつ ちょう さ ちょう さ

や 排  水  用 のトンネルなどが 詳 しく調べら
はい すい よう くわ

れました。その 結  果 、 最  初 小さかったこ
けっ か さい しょ

の水車が、急に大きくなり、また小さく
なるように作り 替 えられていたことがわ

か

かりました。
　そこで、小平に 残 る 江  戸 時代の絵図や

のこ え ど

 古  文  書 を調べたところ、びっくりするよ
こ もん じょ

うなことがわかりました。
　この水車は 深  谷 

ふか や

 定右 
じ ょ う

 衛  門 という人が小
え もん

麦を、うどんなどの 材  料 となる 小  麦  粉 に
ざい りょう こ むぎ こ

するための 粉 ひき水車として 建 てたもの
こな た

でした。この平和な水車に大きな 変  化 が
へん か

起きたのは、 嘉  永 6年（1853年）にアメ
か えい

リカのペリー 提  督 が4 隻 の 蒸  気  船 でやっ
てい とく せき じょう き せん

てきた、 黒  船  来  航 と 呼 ばれる 事  件 が 原  因 でし
くろ ふね らい こう よ じ けん げん いん

た。
　 幕  府 の 命  令 で外国との 戦  争 に 備 えて、 江  戸  湾 に 台 

ばく ふ めい れい せん そう そな え ど わん だい

 場 という 大  砲 の台がいくつも作られましたが、その 責  任  者 だ
ば たい ほう せき にん しゃ

った 会  津  藩  主  松  平 
あい づ はん しゅ まつ だいら

 肥後 
ひ ご の

 守  容  保 が 安  政 2年（1855年）に、 大  砲  用 の火薬作り
かみ かた もり あん せい たい ほう よう

をこの水車で始めたのです。そのころの火薬は「 焔  硝  合  薬 」と呼ばれ、木
えん しょう ごう やく

炭、 硫  黄 、 硝  石 を 粉 にひいて 混 ぜ合わせた 黒  色 火薬でした。
い おう しょう せき こな ま こく しょく

　ところがわずか10か月ほどでこの火薬工場は 爆  発 してしまい、このよ
ばく はつ

うな 危 ないものは 止 めてほしい、という 周  辺 の 農  民 たちからの 訴 えで、も
あぶ や しゅう へん のう みん うった

との 粉 ひき水車に 戻 りました。
こな もど

　 発  掘  調  査 でわかった 建 て直しは、こうした 変  化 を表していたのです。
はっ くつ ちょう さ た へん か

　この水車が火薬工場に 選 ばれたのは、 明  治  時  代 になっても 直  径 が 約 6メ
えら めい じ じ だい ちょっ けい やく

ートル60センチと、3 階  建 ての 建  物 ぐらいの 巨  大 な 水  輪 が回る強力な水車
かい だ たて もの きょ だい すい りん

だったからですが、それが 旧  石  器  時  代 の 鈴  木  遺  跡 の場所に作られたのは決
きゅう せっ き じ だい すず き い せき

して 偶  然 ではなく、 石神  井  川 のかつての 水  源  部 が近くにあり、水車を回し
ぐう ぜん しゃくじ い がわ すい げん ぶ

た水を 低 い土地に落とすことができるという地形が 利  用 されたためと考え
ひく り よう

られています。
　このように、 遺  跡 にはその土地で起きた色々な時代の出来事を私たちに

い せき

教えてくれる 証  拠 がたくさん 埋 まっているのです。
しょう こ う

〈見つかった水路のあと〉

〈 排  水  用 のトンネル〉
はい すい よう

申込み／当日、会場へ（入場無料）　ところ／ルネこだいら　大ホール※駐車場はありません。
問合せ／生涯学習推進課　緯042（346）9834
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通


